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麻疹

2006年春から特に、10-20代で流行しています。
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平成20年度から大きく変わった
麻疹と風疹の予防接種スケジュール
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生 感染症

麻しんに関する特定感染症予防指針
厚生労働大臣告示:2007年12月28日



排除（Elimination）の定義
•輸入例を除き麻疹確定例が1年間に人口
100万人当たり1例未満であること

•全数報告などの優れたサーベイランスが実
施されていること

• 2回の予防接種率がそれぞれ95%以上であ
ること（全ての年齢コホートで抗体保有率が
95％以上になること）

•輸入例に続く集団発生が小規模であること、
等



感染症週報注目すべき感染症よりhttp://idsc.nih.go.jp/disease/measles/idwr0904/chumoku01.gif



感染症週報注目すべき感染症よりhttp://idsc.nih.go.jp/disease/measles/idwr0904/chumoku01.gif



総報告数：11,007人

・・・27．6％
・・・1．2％
・・・26．6％
・・・44．6％



2007-2008年の流行時に
苦労された大学をはじめとして、
多くの大学が麻疹対策に
乗りだし始めました。



就学時健診での予防接種歴の確認

・11歳以上で、歳以上で、麻疹と風疹のワクチンが、２
回ずつ済んでいるかどうかを、必ず確認して
下さい（0歳代の接種は回数に含めません）。
・受けていない場合は、必ず受けてから入学
するよう指導して下さい。（3月31日までな
ら公費負担）



麻疹の二大死因は肺炎と脳炎であり、注意。

（1）肺炎：

［ウイルス性肺炎］

［細菌性肺炎］

［巨細胞性肺炎］

（2）中耳炎

（3）クループ症候群

（4）心筋炎

＜合併症＞



（5）麻疹脳炎：麻疹患者1,000人に0.5
～1人の割合で脳炎を合併します。
発疹出現後2～6日頃に発症するこ
とが多いです。患者の約60%は完全
に回復しますが、20～40%に重い後
遺症（精神発達遅滞、けいれん、行
動異常、神経聾、片麻痺、対麻痺）
を残し、致死率は約15%です。

＜中枢神経系合併症＞



2008年麻疹脳炎合併例

感染症週報：感染症発生動向調査より



ここで
ビデオを視聴
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予防接種後健康状況調査 集計報告書より（平成18年度累計）
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まれな副反応

• じんましん、アナフィラキシーショック
• 熱性けいれん（低年齢児の場合）
• 血管迷走神経反射（年長児～思春期以降）
• 脳炎・脳症（100～150万接種に1例以下）：麻疹を発症すると
1000人に1人・風疹を発症すると4000～6000人に1人
麻疹
• SSPE （ワクチンによる発生はなし）:麻疹を発症すると10万人
に1人
風疹
• 血小板減少性紫斑病（100万接種に1例程度）：風疹を発症す
ると、3,000～5,000人に1人
• 関節痛（年長児～思春期以降）



思春期以降の女性への
予防接種時の注意点

• 妊娠していることに気づいていない場合、
妊娠していることを話したくない場合もあ
るので、思春期以降の女性に接種する場
合は、生理が遅れていないかどうか等に
ついて、個別に妊娠に関して予診をつくす
配慮が必要です。



年長の者に接種する場合の注意

• 血管迷走神経反射（注射の痛みや恐怖・不安等の精神
的動揺により自律神経系が刺激され、全身の血管床が
拡張するために脳血流が低下することで血圧や心拍数
の低下を引き起こす生理的反応。顔面蒼白、冷汗、気
分不良、悪心・嘔吐、徐脈、血圧低下、失神などの症状
が見られる。臥位にて数分程度で回復する。）

が起こる可能性があります。

－献血時で気分不良、吐き気、めまい、失神などが起
こる頻度約0.8％（平成16年度）：日本赤十字社HPよ
り） 3030分間は座って待っていましょう。分間は座って待っていましょう。

何もなければ帰宅を！！何もなければ帰宅を！！



予防接種を受けやすい環境作り予防接種を受けやすい環境作り
・第・第33，，44期は期は保護者同伴用件の緩和保護者同伴用件の緩和

・・集団の場での接種機会集団の場での接種機会((予診、診察をつくした接種であり、以予診、診察をつくした接種であり、以
前行われていた集団接種とは異なる）前行われていた集団接種とは異なる）

・・かかったことがあるかかったことがある疾患を含む混合ワクチンの接種が可能疾患を含む混合ワクチンの接種が可能にに

例：例：麻疹に麻疹にかかったことがあっても麻疹風疹混合ワクチンのかかったことがあっても麻疹風疹混合ワクチンの
接種が可能接種が可能

希望があれば勿論風疹単抗原ワクチンの選択も可能。希望があれば勿論風疹単抗原ワクチンの選択も可能。

ただし、かかったというのは思い間違いのことがあるので要ただし、かかったというのは思い間違いのことがあるので要
注意。注意。

特に特に風疹はかかったと思っていた半分が風疹ではなかった風疹はかかったと思っていた半分が風疹ではなかった
という報告ありという報告あり



2008年度
第1期麻しん風しんワクチン接種率
2008年4月1日~2009年3月31日接種状況

第1期麻しんワクチン接種率：94.3%
(秋田県88.2%~三重県98.5% )

第1期風しんワクチン接種率：94.3%
(秋田県88.3%~三重県98.5% )

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター

75.0%以上80.0%未満

80.0%以上85.0%未満

85.0%以上90.0%未満

90.0%以上95.0%未満

95.0%以上

75.0%未満





2008年度
第2期麻しん風しんワクチン接種率
2008年4月1日~2009年3月31日接種状況

第2期麻しんワクチン接種率：91.8%
(沖縄県88.1%~秋田県97.3% )

第2期風しんワクチン接種率：91.9%
(沖縄県88.2%~秋田県97.3% )

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター

75.0%以上80.0%未満

80.0%以上85.0%未満

85.0%以上90.0%未満

90.0%以上95.0%未満

95.0%以上

75.0%未満

目標は95％以上





2008年度
第3期麻しん風しんワクチン接種率
2008年4月1日~2009年3月31日接種状況

第3期麻しんワクチン接種率：85.1%
(福岡県75.7%~福井県95.5% )

第3期風しんワクチン接種率：85.2%
(福岡県75.8%~福井県95.5% )

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター

75.0%以上80.0%未満

80.0%以上85.0%未満

85.0%以上90.0%未満

90.0%以上95.0%未満

95.0%以上

75.0%未満

目標は95％以上





2008年度
第4期麻しん風しんワクチン接種率
2008年4月1日~2009年3月31日接種状況

第4期麻しんワクチン接種率：77.3%
(東京都60.7%~山形県91.9% )

第4期風しんワクチン接種率：77.3%
(東京都60.9%~山形県91.9% )

厚生労働省 結核感染症課、国立感染症研究所 感染症情報センター

75.0%以上80.0%未満

80.0%以上85.0%未満

85.0%以上90.0%未満

90.0%以上95.0%未満

95.0%以上

75.0%未満

目標は95％以上





麻しんについて、どのようにしたら全国のワクチン接種率が上がると思いま
すか? また、あなたでしたらどのような気持ちになったらワクチンを受けに行

こうと思いますか?(自由記載)
無料にすればいい

詳しく説明して、重要だということをみんなに知らせることが大事

学校で受けさせる、または、義務化する

意識を高める

マスメディア

各学校で接種をすすめる

このプリントを見て受けようと思った。

麻疹がどのような病気なのか詳しく知らせること。

麻疹について知ることが出来たとき

麻疹の恐ろしさをもっと教えるべき

公費負担にする

麻疹予防のために必要だと知らせる

ワクチンをしたらお菓子もらえる

危ないと思うようになったら（周りが）

麻疹についての詳しい情報

思わない

怖い病気ということを強調する

学校で接種させる。無料にする。危険性を教える。

関東地方の公立高等学校関東地方の公立高等学校



麻疹麻疹に対するに対する
国民の免疫保有率国民の免疫保有率（感染症流行予測調査より）（感染症流行予測調査より）

１:１２８以上（緑）の抗体保有率を見てください！！！



麻疹（はしか）・風疹ワクチンの接種

• 接種不適当者（いわゆる接種禁忌）に該当する人以外
は全員受けることを目標としてください。

• 麻疹と風疹の両方にかかったことが確実である人と、
両方のワクチンを2回ずつ接種したことが記録により確
実な人は、

‒ 接種を受ける必要はありませんが、不確かな場合、記憶の
みに基づく場合は、予防接種を受けてください。

‒ 0歳児の時の予防接種は回数に含めません

記憶じゃなくて、記録を頼りに・・・・・
きおく きろく



３．オーストラリア
１５．ブルネイ
４．カンボジア
No data.中国
７．香港
６．日本
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１５．モンゴル
２．ニュージーランド
１５．パプアニューギニア
８．フィリピン
１３．韓国
９．シンガポール
１．ベトナム
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麻しん報告数

第1～35週
2008年 n=10,711
2009年 n=     594



臨床診断例：約４６％
検査診断例：約３２％
修飾麻疹：約２２％

国立感染症研究所感染症情報センターHP：2012年麻疹排除に向けて;発生動向より速報

検査診断例は昨年の約３５％から約５５％に増加



麻疹の検査診断
• IgM抗体は発疹出現後４日以内の場合、陽性に出ないこと
があります（その場合はRT-PCRが有用です）

• 麻疹疑い患者でIgM抗体陰性の場合、RT-PCR検査を実施
すると30％弱が陽性という報告があります（千葉県衛生研究
所小川先生発表より）

• 突発性発疹（HHV-６）、伝染性紅斑等の場合、麻疹のIｇM抗
体が弱陽性に出ることがあります

• IgM抗体を提出すると同時に、是非、是非、EDTAEDTA血、尿、咽頭ぬ血、尿、咽頭ぬ
ぐい液のぐい液の33点セット（３つが無理な場合は点セット（３つが無理な場合は22点セット）を、地方点セット）を、地方
衛生研究所に届けてください。衛生研究所に届けてください。

• 各地の衛生研究所で今すぐの検討が無理の場合は、麻疹レ
ファレンスセンターへご相談いただき、もしそこでも困難な場
合は国立感染症研究所が検査を実施します。



地方衛生研究所

保健所
病院、診療所等

検体送付 検査結果還元

標準プロトコール
技術研修、標準品等
検査結果還元
（詳細な遺伝子型など）

厚労省

情報交換

麻疹ウイルスサーベイランスネットワーク

地方衛生研究所
麻疹リファレンス
センター

技術指導、支援
一部試験代行
試験精度管理
検査結果還元

一部検体送付
（約5-10%)
結果報告

標準プロトコール
技術研修、標準品等
試験精度管理

WHO
麻疹
排除
評価

国立感染研

http://www.nih.go.jp/niid/reference/index.html



麻しん検査診断体制ならびに検査診断法について
(IASR Vol. 30 p. 45-47:2009年2月号)
国立感染症研究所ウイルス第三部 駒瀬勝啓
国立感染症研究所感染症情報センター 木村博一
麻しん・風しんレファレンスセンター
長野秀樹 岡野素彦 青木洋子 小川知子 皆川洋子 倉本早苗 加瀬哲男 小倉 肇 千々和勝己 平良勝也
堺市衛生研究所 田中智之



麻しん検査診断体制ならびに検査診断法について
(IASR Vol. 30 p. 45-47:2009年2月号)
国立感染症研究所ウイルス第三部 駒瀬勝啓
国立感染症研究所感染症情報センター 木村博一
麻しん・風しんレファレンスセンター
長野秀樹 岡野素彦 青木洋子 小川知子 皆川洋子 倉本早苗 加瀬哲男 小倉 肇 千々和勝己 平良勝也
堺市衛生研究所 田中智之



3月31日までに95％以上達成が目標です

学校における麻しん対策ガイドラインより
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第4回 麻しん対策推進会議が

厚生労働省で開催されました。

平成21年9月9日（水）



亜急性硬化性全脳炎（subacute sclerosing
panencephalitis ：SSPE）：麻疹ウイルスに
感染後、数年から10年程度経ってから発
症することのある中枢神経疾患です。知能
障害、運動障害が徐々に進行し、ミオク
ローヌスなどの症状を示します。死の転帰
をとる、進行性の予後不良な病気です。発
生頻度は、麻疹罹患者10万人に1人と言わ
れています。

＜中枢神経系合併症＞



会議内容について報道された内容（その１）

▲はしかのワクチン追加接種低迷 対策会議「残念」 2009/09/09 11:45   
【共同通信】

http://www.47news.jp/CN/200909/CN2009090901000272.html



会議内容について報道された内容（その２）

▲はしかワクチン未接種の中高生に学校関係者が勧奨を（キャリアブレイン）更新：2009/09/09 19:56キャリアブ
レイン

http://www.cabrain.net/news/article/newsId/24199.html
•



教育啓発用ツール：患者が減った時こそ、
麻疹予防接種の重要性を忘れずに!!



週別風しん報告数の比較
2008、2009年第25週

第1～25週
2008年 n=216
2009年 n=   95

感染症発生動向調査より

麻疹

風疹

福岡から報告数が多く、心配・・・福岡から報告数が多く、心配・・・



妊娠中に麻疹にかかると
流産・早産になることがある
新生児麻疹の報告もある

→妊娠前にはワクチンを接種して、
免疫を獲得しておいて欲しい。

先日、妊娠中の風疹発症の妊婦さんの情報妊娠中の風疹発症の妊婦さんの情報が寄せられ
ました。数年ぶりに先天性風疹症候群の赤ちゃんの報告数年ぶりに先天性風疹症候群の赤ちゃんの報告
がありました。風疹にも注意が必要です。
妊娠前に免疫を獲得しておいて欲しい。



20092009年年11月月11日～日～88月月2323日まで日まで
の風疹報告数（の風疹報告数（n=125n=125））



風疹風疹HIHI交代保有状況交代保有状況
（（20082008年感染症流行予測調査より）年感染症流行予測調査より）



今しないことが将来の流行に！今しないことが将来の流行に！

•• 今、ワクチンを受けなければ、将来かかる日が今、ワクチンを受けなければ、将来かかる日が
来ます。来ます。

•• 免疫をもっていない人の蓄積は、将来その地域免疫をもっていない人の蓄積は、将来その地域
での流行を起こします。での流行を起こします。

•• 今すぐに、対象者には受けてもらえるよう、一人今すぐに、対象者には受けてもらえるよう、一人
一人が予防接種の必要性を認識してほしいと思一人が予防接種の必要性を認識してほしいと思
います。います。





麻疹対策技術支援チーム

国立感染症研究所 感染症情報センター（五十音順）

岡部信彦、大日康史、神谷 元、木村博一、佐藤 弘、島田智恵、

菅原民枝、砂川富正、多田有希、谷口清州、多屋馨子、松井珠乃、

安井良則、山下和予、山本久美

国立感染症研究所FETP

国立感染症研究所ウイルス第三部

厚生労働省

文部科学省



みんなの力で！！みんなの力で！！


